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「城之越遺跡竹灯り幽玄祭」が９月２２日（土）午後４時より開催され 

ました。当日は雨に降られる事もなく、薄暗くなった城之越遺跡一面に並べら 

れた、約 2000 個に及ぶ竹や紙コップで作られた灯りやモニュメントが、辺り一面に幻想的

な空間を創り出していました。 

ステージでは、伊賀琉真太鼓による太鼓、琴修会伊賀支部による大正琴、アカラの二人によ

る二胡の二重奏が行われました。二胡による幻想的な音色や、中川えりかさんのダイナミック

な歌声が、辺りもすっかり暗くなって幻想的な竹灯りに、より一層、彩を加えているように思

われました。 

また模擬店コーナーが併設され、神戸地区住民自治協議会の協力による焼きそば、焼き鳥、

フランクフルト、かき氷の出店、古代米餅のふるまい、かんべいきいき市(農産物直売所)が 

行われ、共に大盛況でした。大人から子どもまでのたくさんの方にご来場いただき、神戸地区 

の賑わいを感じた夜でした。 

（報告：教育文化部広報担当 松本幸治）  
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アカラによる演奏♪ 

伊賀流真太鼓 

お餅のふるまい 

かんべいきいき市 

とても幻想的で
キ レ イ で し
た！！ 

模擬店コーナー 狩猟ゲーム 



 

 

 去る９月１４日(金)に神戸地区防犯委員会平成２４年度全体会が開催され、２３年度事業

報告、役員承認、平成２４年度事業計画が承認されました。 

 また、総会終了後研修会が開催され、NPO 法人三重県防犯設備協会理事長 社会防犯設備士 

松吉 善弘氏による「安心して暮らせるまちづくり」と題した防犯講話が行われました。 

《承認された役員》  

 会長   堀永  猛(神戸地区住民自治協議会会長) 

 副会長  川崎 雅次(神戸地区住民自治協議会副会長) 

 副会長  森田 安俊(神戸地区住民自治協議会副会長) 

 班長   中嶋  孝(神戸地区市民センター長) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第 28回神戸地区体育祭のご案内 
と き 平成 24 年 10 月 7 日(日) 午前 9 時～午後3 時 30 分 

ところ 神戸小学校運動場 

《副引き賞品》 

     特等（2 本）  自転車（一万円相当） 

     一等（10 本） ４０００円相当商品 

     二等（20 本） ３０００円相当商品 

     三等（30 本） ２０００円相当商品 

※福引に参加するには、広報かんべと同時配布します神戸地区体育祭プログラム右上の福

引券を、当日ご来場の際に本部抽選箱へ入れてください。（地区名、氏名を忘れずに！） 

＊赤い羽根共同募金「戸別募金」のお願い＊ 
今年も赤い羽根共同募金運動の時期がやってまいりました。 

この募金は高齢者、障がい者、子どもたちなどへの、地域の 

福祉活動を支援する募金です。 

～ 一戸あたり３５０円を目安にご協力をお願いします ～ 

 

自転車 Get！！ 

 

防犯講話の様子 

◆防犯講話から◆ 

今年度犯罪が増加しています!(伊賀署管内) 

犯罪種別 23 年 

１月～6月 

24 年 

1月～6月 

増加数 

空き巣 6 12 ＋6 

自動車盗 14 18 ＋4 

車上狙い 26 30 ＋4 

オートバイ盗 18 20 ＋2 

自転車盗 46 59 ＋13 

部品狙い 32 34 ＋2 

万引き 43 47 ＋4 

 

犯罪者が嫌うアレコレ 

○近所の人にジロジロ見られてあきらめた 

○ドアや窓に補助錠が付いていた 

○犬がいてあきらめた 

○機械警備システムが付いていた 

○窓に頑丈な面格子が付いていた 

○防犯ビデオカメラが付いていた 

○パトロール中の警察官に出会った 

○窓などに防犯合わせガラスが入っていた 

無施錠による被害が 40％以上です!! 

神戸地区防犯委員会平成 24 年度全体会が開催されました 

おし 
らせ 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=13gcca5kb/EXP=1348281443;_ylt=A7dPeB3j0ltQaCoAqnWU3uV7/*-http:/www.kitaiba-shakyo.jp/wp-content/uploads/2011/10/eb2597e3661f9dbc256c87d105ca9743.gif


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
 
 
 
 
 
 
 
 

岩
崎
地
蔵 

毎
年
、
八
月
二
十
四
日
に
岩
崎
地
蔵
さ
ん
の
前
で
、
下
神
戸
の
森
小
場
の
人
た
ち
が
お
こ
も
り
を
し
ま
す
。
お
こ
も
り
と
い
う
の

は
、
お
地
蔵
さ
ん
の
前
で
お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
ご
ち
そ
う
を
食
べ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
こ
の
岩
崎
地
蔵
に
は
、
こ
ん
な
話
が
あ
り

ま
す
。 

 

百
五
十
年
ほ
ど
前
、
岩
崎
大
次
郎
と
い
う
人
が
名
張
の
小
波
田
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
の
大
次
郎
は
、
と
て
も
剣
術
が
う
ま
く
、

藤
堂
藩
の
剣
術
指
南
役(

剣
術
の
先
生)
を
つ
と
め
て
お
り
ま
し
た
。「
こ
の
世
で
お
れ
よ
り
強
い
者
な
ど
誰
も
い
な
い
。」
な
ど
と
、

い
つ
も
ま
わ
り
の
人
た
ち
に
腕
の
立
つ
こ
と
を
じ
ま
ん
し
て
お
り
ま
し
た
。 

 

あ
る
日
、
大
次
郎
が
剣
の
け
い
こ
を
終
え
て
、
夜
お
そ
く
家
に
帰
る
時
の
こ
と
で
し
た
。
ち
ょ
う
ど
、
下
神
戸
に
あ
る
天
童
山
の

下
の
道
を
歩
い
て
お
り
ま
す
と
、
真
っ
白
な
大
き
な
お
ぼ
う
さ
ん
が
、
突
然
目
の
前
に
あ
ら
わ
れ
ま
し
た
。
大
次
郎
は
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
き
つ
ね
か
た
ぬ
き
が
化
け
て
だ
ま
し
に
き
た
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
じ
ま
ん
の
腕
前
を
見
よ
と
ば
か
り
に
、
そ
の
お
ぼ
う

さ
ん
を
肩
か
ら
バ
ッ
サ
リ
切
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
け
も
の
に
し
て
は
、
な
ん
だ
か
手
ご
た
え
が
あ
っ
た
な
ぁ
と
思
い
な
が
ら
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
門
の
上
に
、
大
き
な
蛇
が
口
か
ら
牙
を
む
き
出
し
、
大
次
郎
を
に
ら
ん
で
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。 

次
の
日
、
大
次
郎
は
と
て
も
気
に
か
か
り
、
大
き
な
お
ぼ
う
さ
ん
を
切
っ
た
場
所
を
よ
く
見
て
み
る
と
、
そ
こ
に
は
お
地
蔵
さ
ま

が
あ
り
、
刀
で
切
ら
れ
た
き
ず
が
肩
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
大
次
郎
は
、
気
持
ち
が
晴
れ
ず
、
原
因
の
わ
か
ら
な
い
病

気
に
か
か
り
、
ま
も
な
く
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
の
ほ
ん
と
う
の
名
前
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。
で
も
、

岩
崎
大
次
郎
が
切
っ
た
の
で
「
岩
崎
地
蔵
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
肩
か
ら
切
っ
た
の
で
、
「
肩
切
り
地
蔵
」、「
首
切
地
蔵
」

と
も
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
今
で
も
、
こ
の
お
地
蔵
さ
ん
の
肩
に
は
、
大
次
郎
が
つ
け
た
刀
の
き
ず
が
残
っ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
お
地
蔵
さ
ん
を
切
っ
た
と
い
う
刀
は
、
現
在
奈
良
の
博
物
館
に
納
め
ら
れ
て 

い
る
そ
う
で
す
。
大
次
郎
が
切
っ
た
の
や
、
や
し
き
に
あ
ら
わ
れ
た
大
き
な
蛇
は
、 

お
ぼ
う
さ
ん
の
亡
霊
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

【
上
野
市
制
施
行
５
０
周
年
記
念
出
版
民
話
集
「
こ
じ
ょ
ろ
う
ぎ
つ
ね
」
よ
り
】 

 

（
其
の
二
） 
民話 

い
わ
さ
き 

じ
ぞ
う 

民話・昔話・地名の語源などお寄せ下さい！！ 
「語り伝えたい神戸の歴史 其の一」(7 月 15 日号第 54 号)に引き続き、其の二として民話

を掲載しました。今後もシリーズで掲載したいと思っていますので、神戸の民話、昔話や地名

の語源など、ご存知の方は神戸地区市民センターまでお寄せください。 （☎/FAX 38-1300） 

 



 

 

 

 

日   時 行 事 名 場   所 

10 月 6 日(土) 
9:00～ 

14:00～ 

神戸保育所運動会 

神戸地区体育祭準備 

神戸保育所 

神戸小学校 

10 月 7 日(日) 9:00～ 第 28回神戸地区体育祭 神戸小学校 

10 月 11日(木) 
13:00～ 

19:30～ 

神戸公民館自主事業 絵手紙教室 

神戸公民館自主事業 ヨガ教室 
神戸地区市民センター 

10 月 12日(金) 20:00～ 健康スポーツ部会 神戸地区市民センター 

10 月 15日(月) 
13:30～ 

20:00～ 

住民自治役員会 

神戸地区文化祭各種団体合同会議 
神戸地区市民センター 

10 月 16日(火) 10:00～ 第１回「かんべ元気っ子広場」 神戸地区市民センター 

10 月 21日(日)  熊野古道ハイキング 二木島峠道・逢神坂峠道 

10 月 25日(木) 19:30～ 神戸公民館自主事業 ヨガ教室 神戸地区市民センター 

新鮮！とれたて野

菜！紀伊長島の

干物や鳥羽答志

島のちりめんじゃこ

も販売しています。 

【10 月のかんべいきいき市（農産物直売所）】 

１0 月 6日（土）午前 9時～11 時 30分です！ 
★午前 9時 00 分～10 時 00 分   ＪＡ神戸ふれあい店前 

★午前 10 時 15 分～10 時 45 分  朝日ヶ丘町公民館前 

★午前 11 時 00 分～11 時 30 分  きじが台地区市民センター前 

 

 

《広報「かんべ」プレゼントクイズ！！》 
★問題文の○の中を埋めてクイズにお答えください。全問正解された方の中から抽選で５

名の方に｢伊賀肉カレー（伊賀北部農協発売）｣をプレゼントします。 

Ｑ１ ９月２２日に開催された「城之越遺跡竹灯り幽玄祭」は、約○○○○個の竹や紙コ

ップでつくられた灯りで幻想的な空間を創り出していました。 

 Ｑ２ 空き巣や忍込みなどの被害は、無施錠による被害が○○％以上を占めています。 

 Ｑ３ 赤い羽根共同募金運動の期間は、○○月１日から１２月３１日です。 

Ｑ４ １０月７日に開催される神戸地区体育祭は、第○○回を迎えます。 

Ｑ５ １０月の「かんべいきいき市（農産物直売所）」の開催日は１０月〇日（土）です。 

◆応募方法 ハガキ、ＦＡＸ、メールのいずれかに、クイズの答えと住所、氏名をご記入のうえ 

下記までご応募ください。また、本誌に対するご意見、ご感想などもお待ちしています。 

◆応募締切 １０月１２日（金）必着  

◆応募先  〒518-0116 伊賀市上神戸 220-3  

神戸地区住民自治協議会事務局(神戸地区市民センター) 

電話・ＦＡＸ ３８―１３００  メール  ｋａｎｂ－ａ15＠ｉｃｔ．ｎｅ．ｊｐ 

＊今回の広報かんべは西岡民生（福祉部広報担当）、中森年秋（健康スポーツ部広報担当）、稲増隆行（生活

環境部広報担当）、勝島範治（産業部広報担当）、松本幸治・森田有紀（教育文化部広報担当）で編集しました。 


